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定期拾会並びに新年懇親会  ■ 例会内容  

■ 開催日時  平成1日年1月20日  
ヽ  

パシコイツワホテ」し  ■ 会 場  

■ 出 席 者  41 名  

第44期 会長  平野幹雄   

新年明けましておめでとうございます～。今年一年ようしくお願い致します。  

今年はあすなうっラフの皆療に異業種交流、研修薗体として様々な勉強をしお互いに  

高めあう事を 

何ごとでも、仕事の黄．一歩は、‘ます辟うという事です。  

ニうしよう、こうしたいという事垂強く願う事です。例えば塀の向こうに美しい湖ガ  

ある。≠引こ遮られて見えない、モれを見たいと強く求める人なう伺こガして塀の上に  

上ります。塀の上に上りさえすれば向こうにきれいな湖水ガ見える。だから必ず  

はしごを探して来るだううこ思・います。はしごを持ってく香のは見たいこ強く念願する  

人だけであります。（PHPより）我々を取り巻く経済状況は決して明春いもので【註  

ありません。しガしこんな時だガうこモ知恵や力を出し合う環境垂クラブこして考えて  

見たいと思っています。執行部としても新しい方向性を提示してみようと思っています。   

新しい恵みビゴ葡力を由靡い致します。  

＼J  

（例会議事録）  

信条朗読  43期 関 昭次 会長   

開会長ガ一年間にれたる会員の協力に射し謝辞を述べました。   会長挨拶  
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開 昭次  中島 康秀  宮沢 昌典  

入会会員挨層  昨年4月転勤した中居好道会員ガ再入会己れ挨拶しました。   

議長選出  執行部一任され谷口正四会鼻ガ選出されました。   

会員数 51名申 出席者 41名  委任状10名  
会則15集により規定定数に達している事ガ確認され総会は成立。 

清水事帯局長より報告  

永田事務局次長よ■り報告  

安藤栄治・太臣茂樹 監査報告  

斉藤選考委異長より報岳  

平野新会長より発表 

茂木新事務局長 

永田事務局次長より提示  

議棄1 第43期事業報告 
議案2 君43期決算報告  
議案3 第43期監査報告  
議尭4 第44期役員改選  
議案5 君44期役異新任挨拶  
議案 

議案7 薯43期収支予算葉書議  
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議案1・2・3について若干の質疑応答の上承琴0  
議鼻6」・プ」ニつい≡＿掟計画仁毘吐盈認よ＿＿＿＿＿＿＿＿∴＿＿∴＿∴■⊥ 
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議案5については下記の各会員ガ承認。  

副 ■会 長  近藤 

事務局長  茂木 

事務局凍長 声草  
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永田 敦子 

谷口 正四・ 
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〕   平野会長より会費徴収1並びに会異の退会についての規約改正の動議  

意見交換のうえ規約についての改革は見送りこ成香。  

会員ガモれぞれ紳士としての自覚蓉持って活動にあたるという事ガ確認  

される。  
以上  

軌議1   

謝鳳常襲  ｝｝》｝事き事｝事∋｝事事き事∋事｝事｝事き｝｝｝｝｝｝｝｝｝｝事｝｝｝｝  斎事｝｝∋∋らa日昌噌8増幅H肖   

各部会部会長、副部会長は次の通リ  

副部会長 服部 憲子  

／／  谷口 耕二   

〃  野口 仁   

〃  小野寺 英夫  
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